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宮
尾
正
樹
教
授
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
に
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
に
着
任
さ
れ
、
以
来
、
本
年
三
月
の
定
年
退
職

に
到
る
ま
で
の
三
十
三
年
間
、
本
学
の
中
国
文
学
・
語
学
の
教
育
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
尾
教
授
の
専
門
は
、
中
国
近
現
代
文
学
で
あ
り
、
中
国
近
代
文
学
黎
明
期
に
お
け
る
知
識
人
の
模
索
と
不
安
を
中
心
と
し
た

文
学
思
想
研
究
、
社
会
言
語
学
と
の
境
界
的
研
究
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
及
び
情
報
化
の
急
速
な
進
展
下
に
お
け
る
中
国
文
学
の
変
容

な
ど
を
軸
に
、
中
国
近
現
代
文
学
に
お
け
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
間
領
域
的
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
文

学
作
品
や
新
聞
雑
誌
の
電
子
媒
体
を
文
化
的
語
彙
研
究
に
利
用
す
る
先
駆
的
な
試
み
や
、
本
学
に
客
員
教
授
と
し
て
来
日
さ
れ
た

戴
錦
華
先
生
の
連
続
講
義
を
ま
と
め
た
翻
訳
（
『
中
国
映
画
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
』
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
常
に

中
国
近
現
代
文
学
の
最
先
端
の
研
究
を
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
幅
広
い
研
究
の
魅
力
か
ら
、
多
く
の
学
生
が
宮
尾
教
授
の
下
で
卒
業
論
文
を
執
筆
し
て
お
り
、
国
内
外
か
ら
も
多
く
の
大

学
院
生
を
集
め
、
中
国
近
現
代
文
学
に
関
す
る
博
士
号
取
得
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
卒
業
生
は
本
学
会
に
も
所
属
し
、

今
も
本
学
会
を
支
え
る
人
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
宮
尾
教
授
の
こ
の
よ
う
な
ご
指
導
に
報
い
る
べ
く
、
本
号
を
退
官
記
念
号
と
し
、
同
教
授
の
多
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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三

宮
尾
正
樹
教
授
　
略
歴
・
業
績
一
覧

一
九
五
五
年
七
月
二
四
日
　
長
野
県
伊
那
市
に
生
ま
れ
る

【
学
歴
】
高
校
入
学
以
降

一
九
七
一
年
四
月
　
長
野
県
立
長
野
高
校
　
入
学

一
九
七
二
年
七
月
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
Ａ
Ｆ
Ｓ
交
換
留
学
生
と
し
て
留
学
（
〜
一
九
七
三
年
七
月
）

一
九
七
五
年
三
月
　
長
野
高
校
卒
業

一
九
七
五
年
四
月
　
東
京
大
学
教
養
学
部
文
科
Ⅲ
類
　
入
学

一
九
七
七
年
四
月
　
　
同
　
文
学
部
中
国
文
学
科
　
進
学

一
九
七
九
年
三
月
　
　
同
　
卒
業

一
九
七
九
年
四
月
　
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
　
入
学

一
九
八
二
年
三
月
　
　
同
　
修
了

一
九
八
二
年
四
月
　
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
　
進
学

一
九
八
四
年
三
月
　
　
同
　
退
学

【
職
歴
】

一
九
八
四
年
四
月
　
東
京
大
学
文
学
部
助
手
（
〜
一
九
八
七
年
三
月
）

一
九
八
七
年
四
月
　
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
専
任
講
師
（
〜
一
九
九
〇
年
三
月
）
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茶
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中
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一
九
九
〇
年
四
月
　
　
同
　
助
教
授
（
〜
一
九
九
九
年
三
月
）

一
九
九
九
年
四
月
　
　
同
　
教
授
（
〜
二
〇
〇
七
年
三
月
）

二
〇
〇
七
年
四
月
　
　
同
　
大
学
院
人
間
文
化
創
成
科
学
研
究
科
教
授
（
改
組
に
よ
る
。
〜
二
〇
一
五
年
三
月
）

二
〇
一
五
年
四
月
　
　
同
　
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
所
教
授
（
配
置
換
え
に
よ
る
。
〜
二
〇
二
一
年
三
月
）

二
〇
一
七
年
九
月
　
大
動
脈
解
離
に
よ
り
足
か
け
六
箇
月
休
職
（
〜
二
〇
一
八
年
二
月
）

二
〇
二
一
年
三
月
　
お
茶
の
水
女
子
大
学
を
定
年
に
よ
り
退
職

そ
の
他
、
國
學
院
大
學
、
日
本
女
子
大
学
、
東
京
大
学
、
茨
城
大
学
（
集
中
講
義
）、
静
岡
大
学
（
集
中
講
義
）、
金
沢
大
学
（
集
中
講
義
）

で
非
常
勤
講
師
。

【
学
会
・
社
会
活
動
】

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
の
他
、
日
本
中
国
学
会
、
中
国
社
会
文
化
学
会
、
現
代
中
国
学
会
、
東
方
学
会
、
日
本
中
国
語
学
会
会

員
。

日
本
中
国
学
会
報
編
集
委
員
（
一
九
八
八
年
〜
一
九
八
九
年
）、
現
代
中
国
学
会
例
会
担
当
理
事
（
一
九
九
八
年
〜
二
〇
〇
二
年
）、
現

代
中
国
学
会
関
東
理
事
（
二
〇
〇
三
年
〜
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
〇
九
年
〜
二
〇
一
二
年
）、
現
代
中
国
学
会
全
国
理
事
（
二
〇
〇
六
年
〜

二
〇
〇
八
年
）
を
歴
任
。

そ
の
他
、
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
審
査
会
専
門
委
員
（
一
九
九
九
年
〜
二
〇
一
三
年
）、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
出
題
部
会
（
二
〇
〇
二

年
〜
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
一
三
年
〜
二
〇
一
五
年
）、
衛
星
デ
ジ
タ
ル
音
楽
放
送
株
式
会
社
番
組
審
議
委
員
（
一
九
九
七
年
〜
二
〇
〇
二

年
）。



五

【
学
内
役
職
等
】

文
教
育
学
部
長
（
二
〇
〇
七
年
〜
二
〇
〇
九
年
）、
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
専
攻
長
（
二
〇
〇
九
年
〜
二
〇
一
一
年
）、
大
学
院
文
化
科

学
系
長
（
二
〇
一
一
年
〜
二
〇
一
三
年
）、
評
議
員
（
二
〇
〇
七
年
〜
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
一
年
〜
二
〇
一
三
年
）、
女
性
支
援
室
長

（
二
〇
〇
七
年
〜
二
〇
〇
九
年
）、
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
長
（
二
〇
一
二
年
〜
二
〇
一
三
年
）。

そ
の
他
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
運
営
委
員
（
二
〇
〇
三
年
〜
二
〇
一
三
年
）
、
博
士
後
期
課
程
出
口
戦
略
Ｗ
Ｇ
座
長
（
二
〇
一
一
年
〜

二
〇
一
三
年
）、
図
書
館
増
改
築
Ｗ
Ｇ
座
長
（
二
〇
一
三
年
〜
二
〇
一
五
年
）、
お
茶
の
水
女
子
大
学
法
人
化
一
〇
年
記
念
冊
子
編
集
委
員

（
二
〇
一
三
年
〜
二
〇
一
五
年
）
な
ど
。

【
受
賞
】

日
本
中
国
学
会
賞
（
一
九
八
七
年
）

【
科
研
費
】
研
究
代
表
者
の
み

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
枠
組
に
よ
る
中
国
近
現
代
史
再
検
討
の
た
め
の
基
礎
的
研
究
（
一
般
研
究
Ｂ
、
一
九
九
四
年
〜
一
九
九
六
年
）

中
国
近
代
文
学
に
表
現
さ
れ
た
「
学
校
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
す
る
研
究
（
基
盤
研
究
Ｃ
、
一
九
九
九
年
〜
二
〇
〇
一
年
）

【
主
要
業
績
】

〔
著
訳
書
〕

『
北
京
風
俗
大
全
』 

羅
信
耀
著
、
藤
井
省
三
ら
と
共
訳
、
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
四
月

『
藻
を
刈
る
男
』 

茅
盾
著
、
白
水
紀
子
ら
と
共
訳
、
監
修
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出
版
局
、
一
九
九
一
年
六
月

『
紙
の
上
の
月
』 

北
島
他
著
、
阪
本
ち
づ
み
ら
と
共
訳
、
監
修
、
解
説
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出
版
局
、
一
九
九
一
年
九
月
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茶
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『
チ
ャ
イ
ナ
・
オ
デ
ッ
セ
イ
』 

楽
黛
雲
著
、
丸
山
昇
ら
と
共
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
一
月

『
あ
あ
哀
し
い
か
な
―
死
と
向
き
合
う
中
国
文
学
』 

佐
藤
保
と
共
編
、
あ
と
が
き
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
九
月

『
中
国
映
画
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』 

戴
錦
華
著
、
監
訳
、
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月

〔
論
文
〕

「
駱
賓
基
に
つ
い
て
―
想
像
力
の
源
泉
」 

『
野
草
』
三
一
、
中
国
文
芸
研
究
会
、
一
九
八
三
年
六
月

「
林
紓
の
西
洋
小
説
観
―
古
文
と
の
関
わ
り
に
お
け
る
」 

『
猫
頭
鷹
』
二
、
新
青
年
読
書
会
、
一
九
八
三
年
一
二
月

「
新
文
化
運
動
に
お
け
る
張
厚
載
と
胡
適
―
旧
劇
改
良
論
争
を
中
心
に
」 

『
日
本
中
国
学
会
報
』
三
八
、一
九
八
六
年
一
〇
月

「
「
懐
旧｣

試
論
（
一
）
」 

『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
一
一
、一
九
九
二
年
四
月

「
消
え
た
少
女
―
『
人
民
日
報
』
の
女
性
語
彙
に
関
す
る
初
歩
的
検
討
」

 

『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
一
七
、一
九
九
八
年
四
月

「
葉
聖
陶
の
初
期
作
品
に
現
れ
た
学
校
―
煩
悶
す
る
青
年
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
」

 
『
日
本
中
国
学
会
創
立
五
十
年
記
念
論
文
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
一
〇
月

「
大
衆
語
論
争
に
お
け
る
普
通
話
の
問
題
（
一
）
―
瞿
秋
白
と
普
通
話
」

 

『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
一
九
、二
〇
〇
〇
年
四
月

「
ハ
・
ジ
ン
の
小
説
に
お
け
る
恋
愛
と
結
婚
―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
の
中
国
系
作
家
」

 

『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
に
関
す
る
研
究
報
告
書
』
二
〇
〇
二
年
三
月

「
ネ
ッ
ト
上
の
木
蘭
」 

『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
二
三
、二
〇
〇
四
年
四
月

「
中
国
文
論
失
語
症
論
争
に
つ
い
て
」 

『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
二
六
、二
〇
〇
七
年
四
月



七

〔
そ
の
他
〕

「
中
国
文
学
研
究
に
お
け
る
大
学
教
員
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

 

『
大
学
教
育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
Ⅱ
』
お
茶
の
水
女
子
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
八
年
三
月

「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
の
中
国
（
語
）
文
学
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

 

『
二
〇
〇
〇
年
度
重
点
配
分
経
費
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
」
中
間
報
告
』、
二
〇
〇
一
年
三
月

「
中
国
人
作
家
の
日
本
留
学
体
験
」 

『
週
刊
朝
日
百
科
『
世
界
の
文
学
』
』
一
〇
九
、二
〇
〇
一
年
八
月

「
南
山
紀
要
―
環
境
問
題
に
関
す
る
中
国
知
識
人
の
提
言
」 

『
中
国
研
究
月
報
』
六
四
九
、二
〇
〇
二
年
三
月

「
切
入
現
実
的
研
究
方
法
」 

『
汕
頭
大
学
学
報
』
二
四
―
一
、二
〇
〇
八
年
一
月

『
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
　
人
文
・
社
会
系
学
生
の
進
路
に
関
す
る
現
状
と
課
題
』

 

お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
・
社
会
系
三
専
攻
合
同
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
著
、
編
集
代
表
、
二
〇
一
一
年
三
月

『
お
茶
の
水
女
子
大
学
法
人
化
一
〇
年
の
歩
み
―
創
立
一
四
〇
周
年
記
念
―
』

 

お
茶
の
水
女
子
大
学
法
人
化
一
〇
年
記
念
冊
子
編
集
委
員
会
、
二
〇
一
五
年
一
一
月

「
中
国
語
短
期
研
修
の
成
果
と
課
題
」 

『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
三
六
、二
〇
一
六
年
四
月

「
キ
ャ
リ
ア
開
発
特
論
（
基
礎
編
）
」

 

『
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
所
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
一
九
、
授
業
報
告
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月

（
口
頭
発
表
、
講
演
等
）

「
大
衆
語
論
争
の
一
側
面
」 
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
発
表
、
一
九
九
五
年
四
月

「
一
九
五
〇
年
前
後
の
言
語
問
題
に
つ
い
て
」 
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
発
表
、
一
九
九
九
年
四
月

「
中
国
か
ら
見
え
る
日
本
」 

公
開
講
演
、
長
野
市
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月



八

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
　
第
四
十
号

「
交
流
の
む
ず
か
し
さ
―
イ
ノ
セ
ン
ト
な
好
奇
心
」

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
と
世
界
の
文
化
交
流
の
再
検
討
」
報
告
、
北
京
大
学
、
二
〇
〇
二
年
一
月

「
ネ
ッ
ト
上
の
木
蘭
」 

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
発
表
、
二
〇
〇
四
年
四
月

「
余
華
、
暴
力
、
死
と
意
味
の
呪
縛
」 

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
発
表
、
二
〇
一
二
年
四
月

「
書
く
行
為
、
読
む
行
為
」 

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
発
表
、
二
〇
一
五
年
四
月


